
減災に向けた取り組みの紹介

【平成29年度】

平成30年5月29日

重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会

資料２－１



１．重信川流域の取り組み（抜粋）

1



洪水を河川内で安全に流す対策

～ＪＲ石手川橋梁上流右岸高水敷掘削の完了～

○石手川の川幅約80ｍが、ＪＲ石手川橋梁地点で約30ｍに狭められており、洪水の流れに悪影響を与
えることが懸念されていました。

○上記を解消するため、平成22年度よりＪＲ連続立体交差事業と連携して、河川改修事業を実施して
おりましたが、平成30年3月に河川改修事業が完了し、狭窄部の解消が図られました。

○平成30年5月20日には、事業の完了を記念し、竣工式が行われました。

【事業概要】
・工事延長：L=315m（橋梁改築50m、河川施工265m）
・河道掘削：L=315m、掘削量約18,000m3

【事業効果】
・流下能力が約45%増強（約1.8倍）

◆石手川改修事業竣工式

日時：平成30年5月20日(日)13:00～14:00
場所：愛媛県松山市市坪（愛媛県武道館前）
主催：松山河川国道事務所、愛媛県、松山市
行事：竣工式、記念セレモニー
来場者：

平井四国地方整備局長、上甲愛媛県副知事、
野志松山市長、武智伊予市長、岡本松前町長、加藤東温市長、
佐川砥部町長、塩崎衆議院議員、井原参議院議員、県・市議会議員、
用地協力者 ほか （合計 約２３０名) 2



出水期を迎える前に水防工法訓練を実施し、

技術習得と防災意識向上を図りました。

○平成29年5月14日(日)、東温市と伊予市において、出水期を前に、水防技術の習得を図り、円滑な
水防活動に資することを目的に水防工法訓練を開催しました。

○市長や消防団、自主防災組織等の参加のもと、水防に関する取り組みの重要性を認識してもらい、
防災意識の向上を図りました。

【東温市】 【伊予市】●実施場所：東温市横川原地先
●参加者：約１８０人（東温市長、消防団、自主防災組織、

防災士、国土交通省）

●実施場所：伊予市中山町
●参加者：約１３０人（消防団、自主防災会、消防署、市職員）

○実施内容
・ロープワーク訓練、土のう製作、シート張工設置、水防工法に関するビデオ視聴

○実施内容
・ロープワーク訓練、土のう製作、積み土のう工法訓練
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砥部町で災害図上訓練、防災用品点検、

炊き出し体験等を行いました。

○平成29年7月2日、砥部町の八瀬自主防災組織が防災訓練を開催し、43名の方が参加しました。今回
地図を用いて図上訓練を行い「地域を探求する」「災害を理解する」作業を行いました。

○また、平成29年7月24日～25日には、砥部町老人福祉センターで、砥部町社会福祉協議会主催の
「砥部町こども防災キャンプ」が開催され、21人の小学生が参加しました。

【実施内容】
・6グループに分かれ、避難所・避難行動要支援者の方の家等を把握
・図上で、河川・水路・道路・病院などの位置確認
・危険箇所・避難経路・浸水想定区域の確認
・乾物や缶詰を使った非常食の試食
・消火栓・消火ホース・防災用品の点検 など

①防災訓練、炊き出し体験、防災用品の点検 ②砥部町こども防災キャンプ

【実施内容】
ボーイスカウトの皆さん、医療技術大学の学生さんなどの協力のもと、2

日間、盛りだくさんの内容で、防災について学習しました。

・1日目
避難所運営ゲーム(HUG)、火付け体験を含む炊き出し、
クロスロードゲーム、段ボール仕切り作り など

・2日目
防災食の体験、高齢者を車いすに乗せて避難訓練 など
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重信川の近くにある社会福祉施設で地元ボランティアも協力して

水害に備えるための避難訓練を行いました。

○平成29年9月に県内を襲った台風第18号の教訓を生かそうと、平成29年10月25日（月）に松
山市余戸南にある社会福祉施設で避難訓練が行われました。

○今回の訓練では、想定していた避難先が想定浸水区域内にあったことから、浸水深以上の
高さがある施設への避難を行いました。

・台風による重信川の水位が上昇し、避難勧告が発令されたという想定
・施設職員や地元ボランティアらを含む約80人が手順や連携などを確認
・施設が平屋のため、約500ｍ先にある4階と5階建ての2棟を所有する高齢者総合福祉施設へ避難
・ルート確認のため、二手に分かれて入所者らの車いすを押すなど、実際の災害時での行動を想定した訓練を行った。
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松山市石井地区で防災意識向上のために防災訓練を実施しました。

○平成30年2月18日(日)に松山市石井地区で昨年の台風第18号の避難勧告を踏まえて防災訓練
(主催:石井地区まちづくり協議会)を実施しました。

○約160名の参加のもと、災害発生時の情報共有や地区防災計画の策定に向けての意見交換、
非常食の試食などを行い、防災に必要な情報を共有するとともに、防災意識向上を図るこ
とができました。

実施内容
第１部 災害発生時の情報共有について（台風第１８号の事例を踏まえ）

①台風１８号に伴う避難勧告等の経緯について
②石井地区からの情報共有についての提案
③避難行動要支援者の安否確認の情報収集について
④避難所の開設及び運営に関する意見交換
⑤大規模災害時の「三社協定の実施」に関する意見交換

第２部 「地区防災計画」の策定に向けての意見交換
第３部 地震の減災対策の意識向上について
第４部 非常食の試食
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松前町で防災士研修講座を開催

○平成30年3月21日(水)に松前町役場で、松前町と松前町自主防災会連合会の主催により、防
災士資格取得者を対象に、防災に関する最新の知見や知識を修得すること等を目的に、
「平成29年度 松前町防災士研修講座」が開催されました。

○松前町防災士61名の参加のもと、講義やグループディスカッションでの情報交換などによ
り、防災士間の協力・連携関係の構築を図るとともに、個々のスキルアップに資するもの
となりました。

実施内容
◆浸水想定区域の避難について（情報提供）

（松山河川国道事務所より説明）
◆グループディスカッション

・参加者が９グループに分かれ、課題に対する意見交換
◆地区防災計画及び避難所運営マニュアルについて

（松前町より説明）
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出合大橋左岸側（P1橋脚）に水位危険度表示板を設置

○減災対策協議会の取組の一環として、平成30年3月に出合大橋左岸側（P1橋脚）に危険度が分かる
水位危険度表示板を設置しました。（右岸側には既に設置済み）
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各市町における取り組み状況①
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各市町における取り組み状況②
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各市町における取り組み状況③
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各市町における取り組み状況④
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13実際の配信画面

◇重信川（国管理区間）   平成29年9⽉17⽇の台⾵18号出⽔により出合基準地点で戦
後最⾼の⽔位となる5.65mを観測。
◇氾濫危険⽔位（5.10m） 超過 氾濫            流域３市２町 住⺠等約64
万⼈に対し、緊急速報メールを活⽤した洪⽔情報のプッシュ型配信を四国で初めて実施。
◇緊急速報メール（プッシュ型配信）により、迅速かつ幅広く情報を伝達でき、住⺠等 主体的
 防災⾏動 ⽀援。

重信川 5.0k付近（特）危険箇所 配信作業の様⼦（松⼭河川国道事務所）

プッシュ型配信による防災行動支援

◇重信川（国管理区間）   ⽔害対応       活⽤  松⼭河川国道
事務所⻑ 市町⻑等          情報提供 延 2回実施。
◇ホットラインでは、松⼭河川国道事務所  市町 分  易 浸⽔想定区域図
を提供して河川の状況等を詳しく伝え、それを受けた松⼭市では対象地域へ避難
勧告 発令     住⺠  避難 呼    速   実施 ⾃治体 適切 
避難判断に寄与した。

参考送付した浸水想定区域図

ホットラインの様子

ホットラインの実施状況
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２ ．全国・四国の取り組み事例紹介
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全国・四国の取り組み状況①
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全国・四国の取り組み状況②
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全国・四国の取り組み状況③
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全国・四国の取り組み状況④

18


